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論 文 内 容 の 要 旨

 （1） 研究目的および意i義

 従来多量の新鮮血を必要とした，体外循環による直視

下心臓内手術もでき得る限り血液の使用を少なくし，あ

るいは全然使用しない方法を理想と考える．血液節約の

目的で種々の研究がなされているが，その第1の方法は

人工心肺装置の小型化による血液容量の減量であり，第

2は同じ血液型の2症例あるいは3症例について同一回

路血液をもつて反復連続回転する方法である．しかし装

置の小型化にも一躍の限度があり，代用血漿による希釈

血液で回路を満たすということも血液節約の一方法であ

ると考える．また代用血漿の使用は，単に血液節約の見

地からだけでなく，現在問題化している輸血後肝炎防止

の点から考えても推奨さるべきである．しかるに血液の

みを用いて体外循環を行なう場合と，代用血漿を用いて

体外循環を施行する場合とはおのずから差異があると思

われる．既に教室の林，田中らと共に，全血を用いての

体外循環時の生体内血液の循環に関しては放射性クロム

酸およびT－1824を用いて研究し，生体内血液と同量の

回路血液を用いて体外循環を行なった際，循環系血液の

脱落を生ずることおよび体外循環停止後，潅流中に脱落

した血液が循環系血液の脱落を生ずることおよび体外循

環停止後，潅流中に脱落した血液が循環系に復帰するこ

とを証明した．著者は，希釈血液を用いて体外循環を行

なう際，全血液で回転した場合といかに循環が異るか，

また代用血漿の中でも5％糖液，低分子デキストラン，

高分子デキストラン，PVP加アミノ酸溶液等を希釈液

として用いた場合の差異について比較検討した．その結

果，5％糖液および低分子デキストランが生体に対して

有利なる循環を行なうことを知り得た．

 （2）予備実験

 血液または代用血漿を用いて体外循環を行なうことは

一種の交換輸血を行なうことになる．したがってこれら

体外循環に用いられる各種代用血漿について，成犬を用

いて先ず交換輸血をした場合の循環血液量の変動，循環

系血液の脱落およびそれの循環系への復帰状況を比較検

討した．

 全血使用の交換輸血では，輸」血脱血のバランスが保た

れていれば，循環血液量の変動は起こらない．代用血漿

使用群ではPVP加アミノ酸溶液使用の場合，T－1824に

よる循環血液量の測定においても，放射性クロム酸使用

の測定およびヘマトクリット値の変動においても循環i血

液量の減少が他の溶液に比して大であり，交換輸血後の

変化も他のものより大きかった。

 （3）本実験

 ！）実験方法

 成犬を用い，静脈麻酔のもとに開胸，体外循環を行な

った．人工心肺の回路容量は実験犬の循環血液量と同量

とし，潅流量は50～60cc／min／kg，潅流時間は15分間で

ある．潅流中は一切外部から輸血を行なわない．人工心

肺装置内に使用した溶液は次の通りである．

 （a）5％糖液十血液同量混合液

 （b）PVP加アミノ酸溶液十血液同量混合液

 （c）低分子デキストラン十血液同量混合液

 （d）高分子デスキトラン十血液同量混合液
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 （e）各種代用血漿のみの場合

 上記の条件による体外循環において，潅流前，中，後

のヘマトクリツト値，循環血液量の変動（T－1824法，お

よび放射性クローム酸Na、Cr510、赤血球標識法による）

を測定し，なお体外循環後の各臓器の組織学的検索を行

なった．

 2）実験結果ならびに考察

 上記の如き条件における閉鎖性の回路で体外循環を行

なう場合，理論上は生体内循環血液は，人工心肺装置内

血液によって丁度2倍に希釈されるはずであり交換率は

50％となるはずである．しかるに本実験において生体側

血液をNa、Cr510、で標識し体外循環を行なった場合，

潅流前と後の犬の静脈血カウント数を比較してみると，

先ず回路液として代用血漿血液同量混合液使用の場合に

ついてみると，PVP加アミノ酸溶液の場合は44％に減

少して最も著しく，5％糖液では47％，低分子デキスト

ラン48％，高分子デキストラン51％である．生体側血液

は，高分子デキストランの場合以外すべて回路液により

2倍以上に希釈されており，交換率は50％を越えている．

交換率が5Q％以上であるということ，すなわち生体側血

液が回路内液で2倍以上に希釈されたということは，体

外循環により生体の循環血液量がある程度減少し，そ

の減少した循環血液が回路液によって希釈されると考え

る．すなわち循環血液の脱落（Deposit）が想定される．

各種代用血漿の場合について脱落量を計算してみるとP

VP加アミノ酸溶液の場合が最も多く22％，次に5％糖

液13％，低分子デキストラソ9％，高分子デキストラソ

ー5％となる．しかしこれらは，同流量における全血使

用の場合の31，4％に比較すれぽ少ない．また潅流中止後

の静脈血カウント数の変動をみるとPVP加アミノ酸溶

液の場合著明に増加を認め，その時期は潅流中止後30分

にピークがあり，全血使用時1～1．5時間後にピークが

あるのに比して早期である．その他の溶液の場合には著

明な変動がない．組織学的観察によれば，貯血臓器であ

る肝および脾において，脱落量の多かったPVP加アミ

ノ酸溶液の場合，含血量が多くこれを裏書きしている．

またヘマトクリット値およびT－1824による循環血液量

の変動についてみても潅流によりその減少が目立つたの

はPVP加アミノ酸溶液の場合であり5％糖液および，

低分子デキストラン使用の場合変動が軽微であった．

 また回路液として代用血漿のみを使用した場合につい

ても，ほぼ同様の傾向が出たが，この場合は血液有形成

分不足によるアノキシアの影響が多く現われていると思

うのでこの結果は参考程度にとどめたい．

 末口循環障害（赤血球の小血管内でのSludging， Ag－

gregation）の改善には低粘度の溶液が有効という点か

らは5 ％wa液およびPVP加アミノ酸溶液が優れている

が，著しい循環動態の変動を来たさない点からみれば，

5％糖液と低分子デキストランが推奨さるべきである．

論文審査の要旨
 人工心肺を用いる心臓手術では，装置内を充すための新鮮血液を多量に要するという難点がある．これ

を解決するための一法として血液の代りに代用血漿を用いる方法が研究された．岩本は：，人工心肺回転中

の血液の体内における循環からの脱落（Deposit）の問題を中心に，代用血漿を用いる可否，および用いる

とせぽ如何なる種類のものがよきかを実験的に研究した．

 その結果，代用血漿を混用する方が全血を用いるよりは脱落現象の少ないことを見出した．また代用血

漿の中では高分子デキストラン，低分子デキストラソ，糖液，PVP加アミノ酸溶液の順に前者で脱落が

少なかった．

 循環血液量の変動の少ない点および末梢循環障害の改善という点から，全血を用いるよりは5％糖液お

よび低分子デキストランが推奨されるべきだと結論している．この研究は心臓外科の中心である人工心肺

による体外循環法をより安全かっ普遍的にさせうるための代用一血漿利用に根拠を与えたもので，医学的に

重要であり，価値ある研究と認める．
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